














































することになった。今回の ドキュメンタリ ー映画上映は、そのよ うな「わいわしリの意志を
反映する企画であった。
板倉町民の災害時の備えと認識
9月 l日の防災の口に ヒ映された 「石巻市i奏小学校避難所」には、板倉町民、行政
職員、商工会議所青年部、東洋大学の職員、国際地域学部の学部生で、東北の支援活動をする
sridgeメンバーと指導教員などの、合わせて約 140名が参加した。上映後には、 ドキュメン





(ア)男女別では、 来場した男性は 38%で女性は 56%であった。
(イ)年代では、 30代が 1%、 40代は 8%，50代は 12%、60代は 36%、そして、 70代
以上が 26%と、 高齢者の割合が多かった。
(ウ)来場者の住まいは、板倉町が 76%、板倉以外が 21J%であった。










3. Q 1 - (2) r避難する必要が生じた場合、避難場所を家族で決めていますか?Jの質

























































8. Q 3 - (2) I徒歩での避難要請時に要介助者 (乳幼児 ・高齢者)はいますか?J 










わらず、参加者の半数以上を占めたのが 60歳以上の高齢者であり 、女性が多かった。 日中、
家族が最も分散する 30代、 40代の防災に対する認識を測るには至らなかった。また、防災
に対する家族問での話し合いや町が配布した防災マップにも日を通している等、意識の高さ
は認められるものの、要介助者に協力者が不在のケースも多く、避難時の高齢者対策も考え
る必要がある。協力を必要とする町民に必要な協力を提供できるような仕組みづくりの必要
性が、本調査から明らかになったc今後も、持続的に防災に向けた町民の意識を高める活動、
特に、 30年代、 40年代の参加を促す活動が求められよう。
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